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海水のオスミウム(Os)同位体比
位体比は，Os同位体比の高い大陸
球外物質(それぞれ，187Os/188Os = 
る(図 1)。すなわち，温暖化が
海水の Os同位体比は高くなり
突すれば，海水の Os 同位体比
をされており，堆積岩の微量 Os
復元できる。古環境の

復元には，ストロンチ

ウム(Sr)同位体変動が
用いられてきたが，Sr
の海水中での滞留時間

は数百万年と非常に長

く，数百万年という解

像度でしか変動を見る

ことができない。一方，

Os は海水中の滞留時
間が数万年であり，こ

の解像度での変動の解

析が可能ある。また，

隕石中の Sr濃度は，地
球表層の岩石の Sr濃度より低いために
は不可能である。一方，隕石中

が落下すれば，それが堆積岩中

積物中に，Osと同じ白金族元素
恐竜が絶滅した根拠とされている

同位体比変動を示した。K-T境界上
に元の値まで回復している。この

たことを明らかに示している(Ravizza and Peucker
年前から緩やかに Os同位体比
している。これはデカントラップ

近の同位体比変動曲線は，同様

比のプロファイルの違いによって

これらの研究を背景にして，

れ K-T境界のような隕石落下の
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同位体比は，過去の地質イベントを鋭敏に反映

大陸地殻(187Os/188Os = 1.0-1.4)，同位体比
Os = 0.11-0.13，0.127)の３つの構成要素の
が進むなどで，風化による大陸からのフラックスが

くなり，大規模な火成活動があれば同位体比が

同位体比は一気にさがる。海水の Os 同位体比の
Os の同位体比を分析することで，過去の

いために，隕石落下による海水の Sr同位体変動
隕石中の Os濃度は，地球表層岩石より 5桁ほど

堆積岩中に痕跡を残す。恐竜が絶滅した白亜紀-第三紀
白金族元素のひとつである Ir濃度の濃集が見られ
とされている(Alvarez et al., 1980)。図 2に，K-T境界付近

境界上でシャープな負の変動が見られ，境界

この結果は，白亜期最末期に Os同位体比
(Ravizza and Peucker-Ehrenbrink, 2003)。また

同位体比が下がり，マントルからのフラックスが

これはデカントラップの大規模な火成活動によるものされている

同様に低い同位体比を持つ隕石落下とマントル

いによって区別可能であることを示している。 
，我々は様々な時代の堆積岩の Os同位体比
の痕跡が存在するかどうかを調べた。具体的

隕石衝突 
samples 
地球内部ダイナミクス領域) 

反映する。海水の Os 同
同位体比の低いマントルと地

の間のバランスで決ま

からのフラックスが増えれば，

が低くなる。隕石が衝

の変動は堆積岩に記録

の Os 同位体比変動を

同位体変動を検出するの

ほど高いために，隕石

第三紀(K-T)境界の堆
られ，隕石落下によって

境界付近の堆積岩の Os
境界の後に間を置かず

同位体比の低い隕石が落下し

また，境界より数十万

マントルからのフラックスが増えていることを示

ものされている。この K-T 付
マントル活動が Os同位体

 
同位体比を分析し，それぞ

具体的には，ペルム紀-



三畳紀(P-T)境界，三畳紀-ジュラ紀(T-J)境界および白亜紀の海洋無酸素事変(Oceanic Anoxic 
Event: OAE)(Tejada et al., 2009)の堆積岩である。どれも生物の絶滅が知られており，隕石落
下との関連の可能性がある。しかしながら，どの境界でも大規模な火成活動によるゆるやか

で長期にわたる Os同位体比の
低下，あるいは急速な温暖化に

よる同位体比の急上昇は観察

されたが，K-T境界で見られた
ようなシャープな負の変動は

見られなかった。隕石落下がこ

れらの表層環境変動イベント

の原因ではない，あるいは，落

下した隕石が小さすぎて，堆積

岩の Os同位体比変動として記
録されなかったと考えられる。

今後，さらに他の時代の堆積岩

を分析することによって，さら

に分析間隔を小さくして解像

度を上げることで，隕石落下の

痕跡を探す予定である。 
将来的には，痕跡を探す仕事

とともに，どれほどの impact
が表層環境に影響を与え，地質

記録として残るのを地球物理

系の人たちと，一緒に考えて行

きたいと考えている。また，隕

石衝突で沸点の高い白金族元

素がどのように地表に降り注

ぐのかについても，明らかにし

ていきたい。 
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図 2. 堆積岩から復元した K-T境界付近の海水 Os同位体比変動 
                 (Ravizza and Peucker-Ehrenbrink, 2003) 


